
正八先生と私たち 

 

安城高等女学校の教え子 加藤千津子さん（左）と馬場貞さん  

－出会い－ 

昭和１３年４月、私たちは安城高等女学校に入学しました。 新美正八先生もご新任、お互い

新鮮で、ある種の緊張感もただよう出会いでした。 

  新しい背広とソフト帽をかぶられ、それまでの安城高女にはない 「東京の文学青年のような

イメージだったわ」 といった級友の声もありました。 大府から先生が汽車に乗られているのも

知らずに、 「今度の英語の先生の名前は正八だって。 おじいさんみたいね」 と上級生が話し

ているのを聞かれて、「ご覧のとおりのハンサムな者でして・・」 と講堂でユーモラスな自己紹介

をされました。 その一言で入学式の雰囲気が和らぎ、私たちの緊張もほぐれ女学生になったう

れしい実感がやっとこみあげてきたものです。 

  １学年１クラス制で全校生徒２００人余り、 先生も１２人と家庭的なこじんまりとした学校でし

た。 先生には担任として、また英語、国語、作文を教えていただき、結果的には４年生まで持ち

上がりでお世話いただくことになりました。 

－教育－ 

生活指導の面で忘れられないことは、 私たちが毎日、記して提出した日記に先生が書いてく

ださった言葉です。 授業、家庭、友だち、日々の生活のことなどどんなことを書いてもよいもの

でした。 赤ペンでいろいろ書き添えられ、ほめてくださったことは皆、今も忘れられないようで

す。 先生は私たちにとって兄であり、父であり、心理学者であったわけです。 

 

  作文と詩の指導にも力を入れていただき、句読点のつけ方や誤字、脱字には必ず赤ペンが

入りました。 「雪とひばり」など、生徒詩集も作られました。 もちろん、先生の作品も載っていま

す。 現在の安城公園付近へ出かけ、 目にふれるもの、心に感じるままを素直に自由詩に作る

よう指示され、作品はつたなくても、 どこか何かキラッと光るものがあると必ずほめられました。



東京外語を卒業された先生の英語の授業や指導

方法は、基本的に教科書に準じて正確になさったと

思います。 

 私たちのクラスは、全校でのお誕生会や謝恩会の

時には寸劇をしました 。当然のように先生に脚本

をお願いし、それを精一杯演じますと、校長先生を

はじめ見る人すべてが心から楽しんでくださったも

のです。 今思うと、先生の脚本にあるユーモアとヒ

ューマニズムに一同が共感したということではない

でしょうか。 記憶に残っているそれらの劇の題名

は、「ランプの夜」「ガー子の卒業祝賀会」「千鳥」 などです。 

  花がお好きで、花壇の草を取られたり、校庭の木陰で生徒のようすなどを見ていらっしゃるこ

ともありました。 創作するにあたって、イメージを暖めてみえたのでしょうか。 

 

  時として先生は私たちに、生徒に教えるというよりは、 仲間に語りかけるというように接しら

れました。 文学について、クラシック音楽について、洋画のことなども話されたものです。半分

は別世界のことのように感じながらも先生が芸術について語られる時、 ちょっぴり大人になっ

たような気持ちでうれしくなりました。 

  でも、何分にも感受性の強い時期でしたから、文学者でもある先生の鋭い洞察力の前では、

心の中をいつも見透かされているような気がして、こわい時もありました。 欺まんは許されませ

ん。 けれど、教師としての先生は、どの生徒の個性や長所も見つけ出し、伸ばしてくださいまし

た。一人ひとりに目をかけられたと思います。 

 

  こうした先生との日々が過ぎ、生徒たちが高学年に成長したその頃、先生は実際にはだんだ

んお体の具合が悪くなっていらしたのですが、 私たちにそれを話されたことはありませんでし

た。 

 
 

－別離－ 

私たちの卒業したのが１７年３月、そして翌１８年３月２２日に亡くなられました。 教え子全員

に黒枠のハガキが届いています。 卒業式の時はまだお元気でしたのに。 

  ご病気がよくないと聞いて、その年の１月末、半田のお宅へ友だち３人でお見舞いに伺いまし

た。お母さんが出てこられ、１キロ離れたところにみえるということですし、雪が降るたいへん寒

い日でしたので、 生死にかかわるほどひどいご病状とも知らず帰ってきてしまいました。 一目、

制服をぬいだ和服姿をとおもったのですが、今にして思えば残念なことです。 

  ３月初めには、ほかのクラスメートも見舞っています。 もうお声もあまり出ず、本に囲まれた病

床で「本の下敷きになって死ねたら本望だ」 と言われたとか。 



－蝸牛詩碑－ 

昭和２２年、第２回クラス会の折に、新美先生の恩

師佐治元校長先生や戸田紋平先生方のご出席のも

とに建碑を決めました。 戦後の苦しい時で、一人２０

円の寄付金は大変でした。 記念に先生の残された

南吉専用の原稿用紙をいだだきました。 たまたま女

学校の中庭にあった石に、生徒詩集第１集の巻頭を

飾ったこの詩を碑文として刻み、 翌年１１月に除幕

しています。 

まだ、作家としては無名に近かった時です。 非凡

な文学的資質にめぐまれ、教師としても慕われた先

生が、若くして逝かれたことを惜しみ、そのお人柄を

偲び建てられたものです。 ですから南吉ではなく、正八と刻まれています。 

 あの時期に碑を建てうることができたのは、現在、童話作家新美南吉として、文学界に高く評

価されているかつての正八先生のなかに未完の何かしらを感じていたからかもしれません。 今

でも詩碑建立については感動を覚えますし、教え子がたった一つ先生にお報いできた、ささやか

な気持ちの証と思いたいものです。 

－結び－ 

クラスメートの誰彼の胸に先生の残された言葉の切れはしが大切にしまわれている。 それほ

ど少女の頃の私たちの魂をゆさぶってしまわれたのはなぜだろう？、ささいなつまらないものも、

先生の目を通り抜けるとすべてが詩になることを知り、美に昇華するようになった。 このことは

いつまでも心の中に宿って、人生の旅路の杖になってくれている。 ７０歳を過ぎた今でも。そし

て、新美先生との出会いは千載一遇の縁、求めても得られない大きな幸せと存じます。 
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